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堀内翔太背景
昨今、人間が海にゴミを投げ込み

そのゴミが海にいる敷物たちに深刻な影響を与えている
いわゆる「海洋プラスチックゴミ」である。

学校の教科書やニュースで取り沙汰されている中
実際に現状を自分の目で再認識し危機感を持つことを目

的とする。

検証方法
大阪湾内における約1㎞の沿岸において人間が捨てた
であろう漂流物の数を数え様々な方面から分析する
「今回は人間の捨てたゴミに対して焦点を当ててい

るため流木などは無視するものとする」

調査結果
今回、独自の調査の結果、

全1488個
のゴミが見つかった

いかにその内訳をグラフ化し
ている
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ボトルの占める割合
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考察

総数のゴミに対して
日本国内で捨てたと思われ

るゴミの占める割合
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分析したゴミの内圧倒的に多かったのがペ
ットボトルのゴミであった。

日本で捨てられたであろうゴミがあったの
は残念であり、日本人は環境を大切にして
いるといわれているがそれは一部の画技ら

れた人なのではないかとも考えた
https://www.pref.osaka.lg.jp/o120070/kankyohozen/osaka-wan/umigomi.html

大阪府海ゴミ対策

環境省海洋プラスチックごみ流出量の推計
https://www.env.go.jp/water/marine_litter/survey/estimates_plastic_waste_in_Japan.html

環境省パンフレット・マニュアル・ガイドライン・海ごみ調査報告書

https://www.env.go.jp/water/marine_litter/pamph.html


